
スタンダード車のミラーを取り外します。1.

平坦な場所で車両が倒れないように固定してから作業を始めてください。
警  告

Q5K-YSK-082-R03 Q5K-082-R03-M02

取 付 方 法

はじめに

ヤマハサービスマニュアルを参照してください。

取扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい取扱方法や、作業上のポイントを示してあります。要　　点

注  意

取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。警  告

工数：0.2h 

キット以外の部品は、スタンダード車の部品を再使用します。
取り外した部品で再使用しない部品は、スタンダードに戻すときに必要となりますので大切に保管してください。

要　　点
●

●

ナックルバイザー
取付・取扱説明書

適応機種
TRICITY

－1－

構 成 部 品

No. 品 名 部 品 番 号 数 量 備 考
1
1
1
1
1
1
4
4

ナックルバイザーL
ナックルバイザーR
ブラケットL
ブラケットR
アダプターL
アダプターR
ウェルナット
スクリュー

 ※MW125 2018年モデル以降は右に取り付けます

左ねじ ※MW125 2018年モデル以降は左に取り付けます
M5
M5 × 14mm

　部品番号欄が空欄のものは、補修部品の設定はありません。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

90179-05523
98907-05014

※グローバル版取扱説明書と日本語版取扱説明書の内容が異なる場合は、日本語版取扱説明書の内容を優先してください。

お買い上げ誠にありがとうございます。
本書には商品の正しい取付方法と注意事項について説明してあります。商品を正しくお使いいただくために、ご使用前に必ず本書
をよくお読みいただき、ご不明な点は販売店にお問い合わせください。
本製品は、オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方（販売店、整備業者）が取り付けることを前提として
おります。それ以外の方が取り付けを行うと知識不足、技能不足のため、トラブル、機械破損などの原因となることがありますの
で、販売店に取り付けを依頼してください。本書は、車両の取扱説明書および本品の取り付けに際して取り外した部品と一緒に保
管してください。車両を譲られるときは、この説明書もお渡しください。

本製品の商品説明および取扱上の注意点を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し上げます。
本書および本品の取り付けに際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。

本書では正しい取り付け、取り扱いに関する事項を下記のシンボルマークで表示しています。



スタンダード車のミラーが付いていた穴に、アダプターL⑤・R⑥を取り付けます。
ミラーをアダプターL⑤・R⑥に、ブラケットL③・R④をはさんで仮組みします。

2.
3.

スタンダード車のミラーが付いていた穴に、スタンダード車のアジャストナット、アダプター L⑤（右側）、R⑥（左側）を
取り付けます。
ミラーをアダプター L⑤・R⑥に、ブラケット L③・R④をはさんで仮組みします。

2.

3.

－2－

ミラー

ミラー 車両前方

32Nm(3.2kgf・m)

32Nm(3.2kgf・m)

④

③

⑤

⑥

ミラー

アジャストナット

アジャストナット

ミラー

32Nm(3.2kgf・m)

32Nm(3.2kgf・m)

④

③

⑥

⑤

■MW125 2017年モデル以前・MW150の場合

■MW125 2018年モデル以降の場合

車両前方



取 扱 上 の ご 注 意

ナックルバイザーを装着すると、風の影響によりスタンダード車と操縦感覚が異なります。充分に慣れるまでは注意し
て運転してください。

注  意

ブラケットL③・R④の孔にウェルナット⑦をはめ込み、ナックルバイザーL①・R②をスクリュー⑧で取り付けます。
下図枠内を参考にナックルバイザーの位置を調節し、位置が決まったらミラーを締め付けます。

4.
5.

－3－

乗車前に各部に緩み、ガタがないことを確認してください。
清掃は、中性洗剤を使用し、柔らかい布かスポンジで水洗いします。洗車後は、柔らかい布などで水分をよくふき取っ
てください。

●

●

ナックルバイザー

10mm

車両前方
※イラストは車両右側ですが、
　左側も同様に調節します。

ハンドルをいっぱいまで切ったときに
スクリーンとのすき間が10mmになる
ように調節します。

0.5Nm(0.05kgf・m)⑧

⑦

②

0.5Nm(0.05kgf・m) ⑧

①

⑦


